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毛
呂
周
辺
の
算
額

（
吉
見
町
、
東
松
山
市
、
飯
能
市
、
小
川
町
、
滑
川
町
他
）

山
口
正
義

一
、
は
じ
め
に

前
号
（
『
あ
ゆ
み
』

号
）（
別
項
）
で
慈
光
寺
の
算
額
に
つ
い
て
拙
文
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
今
号
で
は
毛
呂
周

34

辺
の
算
額
と
い
う
こ
と
で
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

算
額
と
は
寺
社
に
奉
納
し
た
数
学
の
絵
馬
で
あ
り
、
問
題
が
解
け
た
こ
と
を
神
仏
に
感
謝
し
て
奉
納
す
る
一
方
、
人
々

の
集
ま
る
寺
社
を
利
用
し
て
研
究
発
表
や
宣
伝
の
役
割
な
ど
も
果
た
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

埼
玉
北
西
部
は
江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
和
算
が
盛
ん
で
あ
り
、
藤
田
貞
資
・
今
井
兼
庭
・
千
葉
歳
胤
な
ど
を
輩
出
し

て
い
ま
す
が
、
江
戸
後
期
に
な
る
と
算
者
の
裾
野
は
広
が
り
算
額
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
毛
呂
周
辺
と
は
比
企

郡
・
入
間
郡
に
限
定
し
た
も
の
で
す
が
（
川
越
の
算
額
に
つ
い
て
は
文
献(

)

が
詳
細
に
述
べ
て
い
る
の
で
除
外
し
ま
し
た
）、

1

特
に
比
企
地
方
に
は
算
者
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
著
名
な
数
学
史
学
者
の
三
上
義
夫
は
比
企
郡
に
お
け
る
三
十
余
人
の
算

者
の
事
跡
を
調
べ
て
い
ま
す
が
、
門
弟
達
を
加
え
た
算
者
の
数
は
か
な
り
多
く
な
る
よ
う
で
す
。

現
存
す
る
算
額
は
、
文
献(

)

に
よ
れ
ば
埼
玉
は
全
国
で
三
番
目
に
多
い
九
十
三
面
（
全
国
で
は
九
百
七
十
五
面
）
を
数
え

3

る
と
い
い
ま
す
。
毛
呂
山
町
に
は
残
念
な
が
ら
算
額
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
が
、
近
く
で
は
越
辺
川
を
越
え
た
鳩
山
町
赤
沼
の
円

正
寺
や
、
東
松
山
の
岩
殿
観
音
に
算
額
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
現
存
せ
ず
文
献
の
み
か
ら
確
認
で
き
る
算
額
に
は
飯
能
の
子
の

ね

権
現
や
東
松
山
の
箭
弓
稲
荷
社
の
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
文
献(

)

～(
)

な
ど
で
調
査
し
て
み
る
と
毛
呂
周
辺
で
は
全
部

1

3

で
十
四
面
（
現
存
は
九
面
）
の
算
額
を
確
認
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
要
約
し
た
も
の
を
表
１
に
示
し
ま
す
。

筆
者
は
「
当
時
」
毛
呂
周
辺
で
ど
の
よ
う
な
問
題
を
扱
っ
て
い
た
か
の
一
旦
を
知
り
た
く
、
こ
れ
ら
の
算
額
を
調
査
し
て
み

ま
し
た
。

毛呂周辺の算額

　　　　　　　       表１．毛呂周辺の算額一覧（比企・入間郡　但し川越は除く）

No 掲額寺社 所在地 掲額者名 掲額年 西暦 状態(注1)

金乗院（山口観音） 所沢市山口 村山忠次郎他 安永9年3月 1780 ×

安楽寺（吉見観音） 吉見町御所 矢嶋久五郎 文政5年4月 1822 ◎

観世音堂（岩殿観音） 東松山市岩殿 小高多門治 文政6年 1823 ―

円正寺不動堂 鳩山町赤沼 正宗道全 文政11年仲冬 1828 △

慈光寺観音堂 ときがわ町西平
田中與八郎信直
馬場與右衛門安信
久田善八郎儀知

文政13年3月 1830 ×？

子の権現（天龍寺） 飯能市南 石井弥四郎源和義 文政13年3月 1830 ―

箭弓稲荷社 東松山市箭弓町 粟島寅右衛門精弥 文政13年3月 1830 ―

普光寺 小川町中爪 細井長次郎恵長 嘉永5年3月 1852 ―

北野天神社 所沢市北野 当麻弥三郎重之門人安政6年仲春 1859 見学不可

成安寺 滑川町福田 小林三徳 元治2年 1865 △

熊野神社 所沢市下新井 冨田徳右衛門 明治6年9月 1873 ◎

世明寿寺 東松山市正代 小堤幾蔵 明治10年11月 1877 △

正法寺（岩殿観音） 東松山市岩殿 内田祐五郎往延 明治11年 1878 ○

光西寺 川島町下小見野 大谷織造 明治25年2月 1892 △

（注1）保存状態
◎良　○全文が読める　△一部風化で読めない　×ほぼ読めない　－現存せず

（注2）上記以外で内容が全く不明の算額として次のものがある。
①越畑の宝薬寺の算額（滑川村史調査報告書　民俗資料第２集）
②都幾川の住吉神社の算額（都幾川村史）

12

13

14

8

9

10

11

 平方根、立方根を求めるもの。町文化財。

1

2

4

6

7

5

3

 ３問。楕円体を菱形で穿去したときの体積やたまねぎ形の体積を求めるものなど。
 風化のため非公開。

 円柱を菱形で穿去したとき穿去された体積を求めるもの。

 楕円体を円で穿去したとき穿去された面積を求めるもの。

 ５層物体の体積を求めるもの。算額の写しあり。

 数学の問題はなく、研鑚記念か。現存。

 題意は不明。現存するも劣化。市文化財。

 ２問。菱形及び三角形に内接する円の大きさなどを求めるもの。

 出典にも一部の文章しか残らず、題意不明。

 梅鉢状に配置(正５角形)された等円内に接する円の大きさを求めるもの。町文化財。

 大円の中に７角形と小円がある場合に７角形の辺の長さを求めるもの。

 ２問。３層物体の体積と三角形内の菱形の辺を求めるもの。市文化財。

 ２問。円内に配置した正方形や円から小円の大きさなどを求めるもの。町文化財。

 ２問。立方体内に複数ある球が互いに接する場合の問題など。市文化財。
 なお、嵐山町の鬼鎮神社に一部同じ問題の算額が奉納されたという記録がある。
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二
、
算
額
の
内
容

１
．
安
楽
寺
（
吉
見
観
音
）
の
算
額
（
比
企
郡
吉
見
町
御
所
）

【
時

期
】
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
四
月

寸
法

×

【
出
題
者
】
矢
島
久
五
郎
豊
高

152

80

【
内

容
】
問
題
は
次
の
よ
う
に
二
問
書
か
れ
て
い
る
。

今
有
如
圖
菱
面
内
同
寸
圓
径
容

四
箇
只
云
菱
長
幕
與
横
幕
共
和

寸
平
積
四
百
歩
別
云
外
積
四
十

五
歩
四
厘
四
毫
菱
長
横
圓
径
菱

面
各
問
幾
何

菱
長
壹
尺
六
寸

答

圓
径
四
寸
菱
面
壹
尺

菱
横
壹
尺
二
寸

（
術
文
省
略
）

今
有
如
圖
鉤
股
弦
内
隔
中
鉤
大

平
圓
径
小
平
圓
径
容
二
箇
只
云

者
從
大
平
圓
径
小
平
圓
径
者
四

寸
短
亦
云
者
從
股
弦
者
壹
尺
長

鉤
股
弦
大
圓
径
小
圓
径
各
問
幾

何
○
股
四
尺
鉤
三
尺
弦
五
尺

答

小
圓
径
壹
尺
貮
寸

大
圓
径
壹
尺
六
寸
（
術
文
省
略
）

文
政
五
壬

午
年
四
月

當
國
當
郡
銀
谷
邑

豊
高

矢
島

矢
嶋
久
五
郎
豊
高
之
印

氏

【
説

明
】

こ
の
算
額
は
枠
な
ど
に
剥
落
が
少
し
あ
る
も
の
の
原
文
が
明
快
に
見
え
保
存
状
態
は
良
い
。
図
は
鮮
や
か
な
朱
色
な
ど
で
描

か
れ
て
い
ま
す
。「
當
國
當
郡
銀
谷
邑
」
と
は
武
州
比
企
郡
銀
谷
村
・
現
吉
見
町
を
指
し
て
い
ま
す
。

算
額
の
冒
頭
に
関
流
と
あ
り
ま
す
（
写
真
参
照
）
の
で
、
掲
額
（
出
題
）
者
の
矢
嶋
久
五
郎
は
関
流
の
算
者
の
よ
う
で
す
が

伝
系
は
不
明
で
す
。
門
人
二
十
一
名
、
世
話
人
二
名
の
名
前
も
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
そ
れ
な
り
の
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

問
題
は
二
問
あ
り
共
に
述
文
が
あ
り
ま
す
。
一
問
目
は
菱
形
内
に
四
つ
の
等
円
が
内
接
す
る
場
合
に
、

円
径
と
菱
面
及
び
菱
長
と
菱
横
（
菱
平
と
も
）
を
問
う
も
の
で
す
（
下
図
）。
外
積
四
十
五
歩
四
厘
四
毫

と
は
、
菱
形
の
面
積
か
ら
四
つ
の
円
積
を
除
い
た
面
積
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
実
際
に
解
い

て
み
る
と
円
周
率
は3.16

に
し
な
い
と
答
と
合
い
ま
せ
ん
。3.16

は
最
初
の
数
学
書
で
あ
る
毛
利
重
能
の

割
算
書
（
一
六
二
二
年
）
で
用
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
期
で
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

二
問
目
は
直
角
三
角
形
内
の
二
つ
の
円
の
直
径
を
問
う
も
の
で
す
。

２
．
円
正
寺
不
動
堂
の
算
額
（
比
企
郡
鳩
山
町
赤
沼
）：
町
文
化
財

【
時

期
】
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
仲
冬

【
出
題
者
】
正
宗
道
全

【
内

容
】

（
本
小
論
発
表
時
に
、
こ
の
算
額
の
文
面
は
風
化
に
よ
り
全
文
が
読
め
な
い
と
し
て
い
ま
し
た
が
（
上
図
）、
そ
の
後
あ
る
人

が
全
文
を
書
き
写
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
下
図
に
示
し
ま
す
が
、
詳
細
は
稿
を
改
め
て
詳
述
し
ま
す
（
別

項
の
「
円
正
寺
の
算
額
の
謎
））

安楽寺の算額（2010年5月写）

毛呂周辺の算額
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【
説

明
】

鳩
山
町
赤
沼
の
円
正
寺
不
動
堂
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
の
算
額
は
、
文
政
十
一
年

（
一
八
二
八
）
に
関
流
の
和
算
家
で
あ
る
円
正
寺
十
三
代
住
職
の
正
宗
道
全
が
奉
納

し
た
も
の
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
正
宗
道
全
の
和
算
上
の
伝
系
は
不
明
で
す
。
こ
の
算

（
４
）

額
が
書
籍
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
例
を
筆
者
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
図
形
以
外
に
菅
原
道

真
の
天
神
像
が
描
か
れ
て
い
て
め
ず
ら
し
も
の
で
す
。
こ
れ
は
太
宰
府
へ
左
遷
さ
れ

た
道
真
を
慕
っ
て
宮
中
の
梅
が
一
夜
の
う
ち
に
太
宰
府
ま
で
飛
ん
で
い
っ
た
と
い
う

飛
び
梅
伝
説
を
示
す
も
の
で
、
梅
鉢
を
主
題
に
し
た
問
題
が
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
５
）

問
題
は
五
つ
の
等
円
を
梅
の
花
を
模
し
て
環
状
に
接
す
る
よ
う
に
配
置
し
た
と
き
、

そ
の
内
側
に
五
つ
の
円
に
接
す
る
円
の
大
き
さ
を
求
め
る
も
の
で
、
正
五
角
形
に
関

す
る
問
題
で
す
。

不
動
堂
は
現
在
不
動
閣
と
し
て
再
建
さ
れ
、
他
の
多
く
の
絵
馬
と
と
も
に
算
額
も

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
解
き
方
等
の
部
分
が
風
化
し
て
読
め
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

３
．
子
の
権
現
（
天
龍
寺
）
の
算
額
（
飯
能
市
大
字
南
）

【
時

期
】
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
三
月

【
出
題
者
】
高
麗
郡
原
市
場
邑
（
飯
能
市
原
市
場
）
石
井
弥
四
郎
源
和
義

【
出

典
】『
算
法
雑
俎
』

（
６
）

【
そ
の
他
】

非
現
存
。
子
の
権
現
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
火
災
に
あ
っ
て
い
る
の
で
そ
の
と
き
焼
失
し
た
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

【
内

容
】
全
文
は
次
の
通
り
で
す
。

所
掲
于
武
州
子
権
現
社
者
一
事

今
有
如
啚
員
壔
穿
去
梭

壔
径
若
干
梭
長
若
干
平
若

干
問
得
穿
去
積
術
如
何

答
曰
如
左
術

名
率

術
曰
以
径
除
長
自
之

置
径
乗

三

一

長
及
平
半
之
為
原
数
乗
率
一
乗

除
為
一
差
乗
率

四

三

五

三

七

乗

除
為
二
差
乗
率

乗

除
為
三
差
如
此
求
逐
差

円正寺の算額（2010年5月写）
『算法雑俎』にある子の権現
の算額の記述（東北大）

境
内
二
町
八
反
分
外
三
万
一
千

三
百
坪
内
外
二
和
而
有
積
三
万

九
千
七
百
坪
今
如
図
梅
花
而
得

等
圓
徑
内
圓
徑
問
其
術
如
何

答
曰

内
圓
径
六
十
七
間
今
九
寸
一
分
有
竒

･
･･
･･
･･
･

名

･
･
･
･
･
･

平
方

開
平
方

内
減(

域)

一
箇
余

天
･･
･･
･･

只
云
積
開
平
方

･･･
･･
･

文
政
十
一
年

仲
冬
吉
日

･･
･･
･･

正
宗
謹
著
之

花
押

境
内
二
町
八
反
分
外
三
万
一
千

三
百
坪
内
外
二
和
而
有
積
三
万

九
千
七
百
坪
今
如
図
梅
花
而
得

等
圓
徑
内
圓
徑
問
其
術
如
何

等
圓
徑
九
十
五
間
ト

三
十
九
寸
五
分
有
竒

答
曰
内
圓
徑
六
十
七
間
ト

令
九
寸
一
分
有
竒

名

術
曰
置
八
分
開
平
方
加
二
個
又
開
平
方

内
減
一
箇
余
リ

天

自
乗
之
加
五
個
得
数
乗
圓
積
率
以
之
除
只
云
積
開
平
方

得
等
圓
徑
乗
天
内
減
等
徑
得
内
圓
徑
合
問

旹
文
政
十
一
戊
子
年

仲
冬
吉
旦

関
流
筭
學
師

現
主
十
三
葉
正
宗
謹
著
之

花
押

毛呂周辺の算額
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六

五

八

以
疉
減
于
原
数
餘
得
穿
去
積
合
問

市
川
行
英
門
人

武
州
高
麗
郡
原
市
場
邑

石
井
彌
四
郎
源
和
義

文
政
十
三
年
庚
寅
三
月

【
説

明
】

出
典
の
『
算
法
雑
俎
』、
及
び
出
題
者
の
師
・
市
川
行
英
に
つ
い
て
は
前
号
で
紹
介
済
み
で
す
の
で
省
略
し
ま
す
。
算
法
雑
俎

に
は
子
の
権
現
の
他
に
、
と
き
が
わ
町
の
慈
光
寺
観
音
堂
の
算
額
（
現
存
）、
及
び
東
松
山
の
稲
荷
社
（
箭
弓
稲
荷
社
）
の
算
額

（
現
存
せ
ず
。
後
述
）
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
題
は
円
理
八
題
の
内
の
「
穿
題
」
に
関
す
る
も
の
で
す
。
穿
題
と
は
あ
る
物
体
を
別
の
物
体
が
穿
ち
去
る
場
合
の
問
題
で
、

（
注
）

最
初
に
そ
の
問
題
を
扱
っ
た
の
は
安
島
直
円
（
一
七
三
二
～
九
八
）
で
あ
り
、
円
柱
を
他
の
円
柱

あ

じ

ま
な
お
の
ぶ

で
貫
通
し
た
と
き
、
貫
通
し
た
部
分
の
体
積
や
表
面
積
・
周
の
長
さ
を
求
め
る
も
の
で
し
た
。
そ

の
後
円
理
の
完
成
者
・
和
田
寧

（
一
七
八
七
～
一
八
四
〇
）
が
発
展
さ
せ
、
白
石
長
忠
・
岩
井
重

や
す
し

遠
・
斎
藤
宣
長
・
市
川
行
英
な
ど
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
石
井
弥
四
郎
も
そ
の
流
れ
を
汲
む
も

の
で
す
。

問
題
の
読
み
下
し
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
図
の
よ
う
に
円
柱
を
梭
（
菱
形
）
で
穿
ち
去
る
場
合
、
円
柱
の
直
径
と
梭
の
長
及
び
平

お
さ

う
が

を
与
え
ら
れ
た
と
き
、
穿
去
さ
れ
た
体
積
を
求
め
る
方
法
は
い
か
に
。

答
に
曰
く
左
の
方
法

計
算
方
法
は
、
径
を
以
て
長
を
除
し
之
を
自(

乗)

し
、
率
と
名
付
け
、
径
を
置
き
長
及
び

平
の
半
を
乗
じ
、
之
を
原
数
と
し
、（
原
数
に
）
率
と
１
を
乗
じ
３
と
４
で
除
し
一
差
と
し
、

（
一
差
に
）
率
と
１
と
３
を
乗
じ
５
と
６
で
除
し
二
差
と
し
、（
二
差
に
）
率
と
３
と
５
を
乗

じ
７
と
８
で
除
し
三
差
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
逐
差
を
求
め
、
こ
れ
ら
を
疉
（
加
算
）

し
て
原
数
か
ら
減
じ
て
そ
の
余
り
が
問
に
合
う
穿
ち
去
っ
た
体
積
を
得
る
。

（
こ
れ
は
下
の
式
の
よ
う
な
も
の
で
す
）

こ
の
問
題
は
数
学
的
に
は
二
重
積
分
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
末
期
に
飯
能
で
か
か
る
高
尚
な
数
学
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
は
特
筆
に
値
し
ま
す
。

４
．
普
光
寺
の
算
額
（
比
企
郡
小
川
町
中
爪
）

【
時

期
】
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
三
月

【
出
題
者
】
細
井
長
次
郎
恵
長

【
出

典
】「
小
川
町
の
歴
史
」
通
史
編
上
巻

（
７
）

【
そ
の
他
】
昭
和
二
十
六
年
頃
破
却
さ
れ
た
と
い
わ
れ
現
存
し
ま
せ
ん
。

【
内

容
】
写
し
と
み
ら
れ
る
次
の
よ
う
な
「
舌
換
」
が
あ
り
ま
す
。

舌
換

予

多
年
此
道
に
心
越
寄
せ
翫
と
い
え
ど
母
其
功
を
爲
せ
し
事

も
な
く
只
獨
樂
と
し
て
光
陰
を
送
り
し
に
爰
に
此
爲
丹
心
あ
る

友
の
言
る
に
算
木
算
盤
に
普
く
人
の
爲
す
處
十
露
盤
を
も
て
四

人
乗
方
を
爲
し
見
せ
よ
と
親
友
の
需
に
よ
り
て
愚
意
を
著
し
後

賢
の
嘲
啁
た
る
べ
し
と
い
え
ど
母
初
心
の
望
に
任
努
記
之

若

　

････一差＋二差＋三差＋･－原数　　

は、　求める体積

、････二差　三差

、一差、二差原数　一差

、原数　としたとき、率

、平を、梭の長を直径を　右図のように円柱の

)()(
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毛呂周辺の算額
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宏
才
の
一
覽
に
阿
津
か
ら
ば
笑
興
を
な
し
候
へ
と

爾
云

千
九
十
七
坪

高
五
尺
二
寸
宛
通
り
半
間
宛

上
十
四
間
半
四
方

下
十
五
間
半
四
方

下
十
六
間
半
四
方

下
十
七
間
半
四
方

下
十
八
間
半
四
方

商
実
五
乗
方

二
百
七
十
八
万
三
千
一
百
九
十
六
兆

九
千
五
百
○
二
万
一
千
五
百
八
十

六
億
九
千
六
百
八
十
九
万
○
六
百

二
十
五
坪

開
之

嘉
永
五
年
歳
在

壬
子
三
月
良
辰

細
井
長
次
郎

沙

門

恵

長

印

【
説

明
】

細
井
長
次
郎
（
一
七
九
八
～
一
八
六
〇
）
は
寛
政
十
年
に
中
爪
村
に
生
ま

れ
安
政
七
年
に
没
し
て
い
ま
す
が
、
和
算
上
の
伝
系
は
不
明
で
す
。
但
し
門

人
は
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
墓
は
中
爪
の
不
動
堂
共
同
墓
地
内
に
あ
り
、
戒

名
は
「
法
筭
心
綿
信
士
」。
背
面
に
「
細
井
長
次
郎
門
派
」
と
あ
っ
て
沙
門

恵
長
を
筆
頭
に
合
計
四
十
七
名
の
門
弟
名
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
こ
の
算

額
は
中
爪
村
の
普
光
寺
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
が
、
昭
和
二
十
六

年
頃
破
却
さ
れ
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ
の
写
し
と
見
ら
れ
る
前
述

の

「
舌
換
」
と
題
し
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

掲
題
の
千
九
十
七
坪
と
い
う
の
は
図
の
よ
う
な
五
層
物
体
の
体
積
を
現
し
て
い
ま
す
。
但
し
一
間
を
六
尺
五
寸
と
し
て
い
ま

す
。「
商
実
五
乗
方
」
以
下
の
数
字
は
「
千
九
十
七
」
の
六
乗
（
和
算
の
五
乗
は
六
乗
を
意
味
す
る
）
を
十
露
盤
を
使
っ
て
計
算

し
よ
う
と
し
た
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
計
算
し
て
み
る
と
合
わ
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。

５
．
成
安
寺
観
音
堂
の
算
額
（
比
企
郡
滑
川
町
福
田
）：
町
文
化
財

【
時

期
】
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）

寸
法

×156

81

【
出
題
者
】
小
林
三
徳

【
内

容
】

○
一
里
之
間
開
平
二
千
百
六
十
間

一
歩
一
米
積
一
兆
六
千
七(

百)

九
十

六
億
千
六
百
万
歩
巾
六
尺
路
行

細井長次郎の墓
（2010年5月写）

舌換（「小川町の歴史」通史編上巻（平成15年）より）

毛呂周辺の算額
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二
千
百
六
十
里
厚
巾
一
間
長
三

里
六
分
四
斗
入
六
十
四
万
七
七

三
十
俵
四
四
九
八
余

前
問
再
冪
土
積
百
億
○
○
七
千

七
六
九
六
千
坪
歸
二
百
十
六
而

大
坪
四
千
六
六
五
万
六
千
實
而

開
立
方
面
問

○
術
曰
立
天
元
一
得
開
法
式
滅
實
商
三

（
注
）

マ
マ

百
六
十
間
一
里
四
方
六
面
也

○
玉
周
五
寸
方
面
一
寸
二
分
五
釐

歩
積

一
千
九
百
五
十
三
歩
一

分
二
釐
五
毫

此
積
箔
一
數
五

厘
但
三
寸
坪

三
万
九
千
六
十

二
坪
五
分
也
厚
五
微
余
爲
本
坪

九
十
七
坪
六
分
五
釐
六
毛
二
五

忽
也
實
以
平
法
而
方
面
問

○
術
曰
以
天
元
之
一
得
開
法
式
滅マ

マ

實
著
商
九
間
八
分
八
厘
二
毛
一

（
注
）

絲
四
方
余
也

○
蕎
麥
形
本
積
二
百
四
十
九
坪
五

分
四
釐
七
毫
八
絲
也
加
積
法
一

千
三
百
三
十
一
坪
實
而
歸
開
立

方
面
問

○
術
曰
立
天
元
之
一
得
開
法
式
滅マ

マ

實
著
商
十
一
間
三
角
也

（
注
）

元
治
二
年
峩
在
乙
丑
蒼
天
日

【
説

明
】

成
安
寺
に
あ
る
算
額
は
元
治
二
年(

一
八
六
五)

、
小
林
三
徳
が
六
十
歳
の
と
き
同
寺
の
馬
頭
観
音
堂
に
奉
納
し
た
も
の
で
、

目
的
は
自
分
が
解
い
た
問
題
と
答
を
書
い
て
神
仏
の
加
護
を
感
謝
し
、
あ
わ
せ
て
算
学
の
発
展
を
願
っ
た
も
の
で
す
。
風
化
が

（
８
）

始
ま
っ
て
い
て
読
め
な
い
個
所
も
あ
り
ま
す
が
、
幸
い
文
献(

)

、(
)

に
は
か
な
り
の
精
度
で
原
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

2

8

「
関
流
悉
統

小
林
三
徳
翁
」
と
あ
る
の
で
関
流
の
算
者
で
し
た
が
、
そ
の
伝
系
は
不
明
で
す
。

こ
の
算
額
に
は
願
主
三
徳
を
た
た
え
る
序
文
が
つ
け
ら
れ
、
ま
た
門
人
十
四
名
、
同
志
十
七
名
、
談
友
八
名
、
談
柄
四
名
、

だ
ん
ぺ
い

志
主
二
名
の
計
四
十
五
名
の
和
算
家
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
範
囲
は
遠
く
江
戸
、
近
く
は
菅
谷
・
広
野
・
越
畑
等
の
人
達
で

あ
り
、
か
な
り
盛
況
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

三
徳
を
た
た
え
る
序
文
の
読
み
下
し
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

（
８
）

「
夫
れ
数
術
は
六
芸
の
一
に
し
て
人
生
の
急
務
、
一
日
も
無
く
し
て
済
む
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
大
は
之
れ
則
ち
日
月
の
会

そ

り
く
げ
い

食
、
小
は
則
ち
金
穀
の
出
納
、
こ
れ
に
因
ら
ず
し
て
其
の
詳
を
取
ら
ざ
る
な
り
。
猶
方
円
を
為
す
に
は
必
ず
規
矩
に
於
て
す
る

き

く

が
ご
と
し
。
伝
に
曰
く
孔
子
か
つ
て
委
吏
と
為
て
曰
く
『
会
計
は
当
る
の
み
』
孔
子
の
大
聖
と
雖
も
尚
こ
の
術
を
講
究
す
以
て

成安寺観音堂の算額（2010年5月写）

毛呂周辺の算額
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知
る
べ
し
。
福
田
邨
小
林
氏
幼
き
よ
り
此
の
技
能
を
研
精
し
、
其
の
奥
秘
を
造
詣
し
、
広
く
教
を
郷
党
の
子
弟
に
布
く
、
其
の
誘
掖

む
ら

し

ゆ
う
え
き

を
受
く
る
者
数
う
る
に
勝
う
べ
か
ら
ず
。
今
こ
こ
に
孟
春
扁
額
を
製
し
以
て
之
を
同
邨
の
大
悲
閣
に
掲
げ
ん
と
欲
し
、
予
の
一

た

言
を
題
す
る
事
を
謂
う
。
固
辞
す
れ
ど
も
命
を
得
ず
。
因
っ
て
数
語
を
弁
じ
其
の
概
を
識
し
て
云
う
」

し
る

算
額
の
内
容
は
立
方
体
・
円
・
三
角
錐
の
問
題
で
三
乗
根
、
平
方
根
を
求
め
る
も
の
で
す
。

６
．
世
明
寿
寺
の
算
額
（
東
松
山
市
正
代
）：
市
文
化
財

【
時

期
】
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
十
一
月

【
出
題
者
】
小
堤
幾
蔵

【
出

典
】『
埼
玉
の
算
額
』

（
２
）

【
内

容
】

神
能
小
右
衛
門
之
門
人

當
國
比
企
郡
正
代
村
之
住

小

堤

幾

蔵

今
有
如
圖
立
方
面
三
角
四
等
面
平
圓
径
積
加
一
万
一
千
八
百
十
九
坪

但
三
積
率
一
分
一
七
八
五

一
分
一
厘
也

方
ヨ
リ
三
面
者
二
寸
短
三
面
ヨ
リ

圓
積
率
七
分
九
釐

圓
径
者
三
寸
短
問
三
等
面
如
何

答
三
等
面
二
十
寸

（
術
は
省
略
）

今
有
如
圖
鉤
股
内
容
甲
乙
圓
径
及
菱
面
只
云
弦
百
八
十
分
也
甲

圓
径
四
十
分
乙
圓
径
三
十
二
分
問
菱
面
如
何

答
菱
面
八
十
分

（
術
は
省
略
）

明
治
十
丁
丑
年
第
十
一
月

【
説

明
】

こ
の
算
額
は
岩
殿
村
望
月
の
神
能
小
右
衛
門
の
門
人
正
代
村
の
小
堤
幾
蔵
が
明
治
十
年
に
曹
洞
宗
東
崎
山
世
明
寿
寺
に
奉
納

し
た
も
の
で
す
。
算
額
は
本
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
風
化
が
進
み
文
字
は
ほ
と
ん
ど
読
み
づ
ら
い
。

神
能
小
右
衛
門
孝
光
は
高
坂
村
岩
殿
内
望
月
の
人
と
い
い
ま
す
が
、
そ
の
伝
系
は
不
明
。
小
堤
幾
蔵
孝
継
は
神
能
の
二
番
弟

子
で
正
代
村
の
人
で
大
正
十
一
年
に
八
十
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
三
十
五
歳
の
と
き
こ
の
算
額
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。
光

（
９
）

西
寺
の
算
額
（
後
述
）
に
は
「
関
流
小
堤
幾
蔵
門
人
」
と
あ
り
ま
す
の
で
、
神
能
―
小
堤
―
大
谷
は
関
流
で
し
た
。

一
問
目
は
内
容
的
に
不
明
の
個
所
が
あ
り
ま
す
の
で
検
算
か
ら
題
意
を
考
え
る
と
、
下
の
立
方
体
及
び
中
間
の
正
四
面
体
の

体
積
と
上
の
丸
の
面
積
（
球
の
体
積
で
は
な
い
）
を
加
え
た
値
を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
で
少
し
面
食
ら
う
問
題
で
す
。
三
積

率
と
は
正
四
面
体
の
辺
の
長
さ
を
使
っ
て
体
積
を
求
め
る
際
の
定
数
で
あ
る
よ
う
で
す
。
つ
ま
り

で
あ
り
、
円
積
率
は

で
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
と
、
一
万
一
千
八
百
十
九
坪
一
分
一
厘
、
二
寸
短
、
三
寸
短
の
条
件
に
よ
り
問
題
は
解
け
ま
す
。

二
問
目
は
、
図
の
よ
う
に
斜
辺
が

の
直
角
三
角
形
内
に
直
径

の
円
甲
と
、
直
径

の
円
乙
が
あ
る
場
合
、
菱
方
の
面
の

180

40

32

長
さ
を
問
う
も
の
で
す
。

７
．
正
法
寺
（
岩
殿
観
音
）
の
算
額
（
東
松
山
市
岩
殿
）：
市
文
化
財

【
時

期
】
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）

世明寿寺の算額（2010年4月写）

毛呂周辺の算額
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【
出
題
者
】
内
田
祐
五
郎
往
延

【
内

容
】

今
有
如
圖
立
方
内
容
下
面
中
球
四
個
及
其
上

大
球
一
個
上
角
小
球
四
個
各
充
内
無
動
大
球

径
若
干
問
得
小
球
径
術
如
何

答
曰
如
左
術

術
曰
置
二
千
六
百
二
十
五
箇
開
平
方
以
減
六

十
五
箇
餘
乗
大
球
径
二
十
五
歸
之
得
小
球
径

合
問

今
有
如
圖
圓
内
容
甲
圓
二
個
及
四
斜
乙
圓

二
個
丙
圓
四
個
乙
圓
径
若
干
問
得
丙
圓
径
術

如
何

答
曰
如
左
術

術
曰
置
一
十
八
箇
開
平
方
以
減
六
箇
餘
以
除

乙
圓
径
得
丙
圓
径
合
問

熊
谷
驛

関
流
七
傳

格
齋
戸
根
木
與
右
衛
門
貞
一

門
人

武
州
比
企
郡

杉
山
村内

田
祐
五
郎
往
延
（
花
押
）

明
治
十
一
戌
寅
年
吉
祥
日

【
説

明
】

こ
の
算
額
は
明
治
十
一
年
に
杉
山
村
（
現
嵐
山
町
杉
山
）
の
内
田
佑
五
郎
住
延
（
？
～
大
正
十
一
：

歳
位
）
が
正
法
寺
千

ゆ
き
の
ぶ

80

手
観
音
堂
に
三
十
三
歳
頃
に
奉
納
し
た
も
の
で
、
二
つ
の
問
題
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
内
田
は
剣
持
章
行
の
流
れ
を
く
む
和
算

家
で
熊
谷
の
戸
根
木
格
斎
の
弟
子
で
す
。
戸
根
木
貞
一(

格
斎)

は
関
流
と
至
誠
賛
化
流
を
修
め
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
伝
系
は
、

か
く
さ
い

関
孝
和･･･

藤
田
貞
資
―
小
野
栄
重
―
剣
持
章
行
―
戸
根
木
貞
一
―
内
田
祐
五
郎
と
な
り
ま
す
。

一
問
目
は
、
立
方
体
の
中
に
大
球
一
個
、
中
球
四
個
、
小
球
四
個
が
あ
り
、
大
球
の
直
径
を
与
え
た
と
き
、
小
球
の
直
径
を

問
う
も
の
。
二
問
目
は
、
大
円
の
中
に
甲
円
二
個
、
乙
円
二
個
、
丙
円
四
個
、
弦
四
本
が
あ
り
、
乙
円
を
与
え
た
と
き
丙
円
の

直
径
を
問
う
も
の
で
す
。

こ
の
算
額
の
一
問
目
と
同
じ
内
容
（
二
問
目
は
異
な
る
内
容
）
の
も
の
が
広
野
村
川
嶋
（
現
・
嵐
山
町
）
の
鬼
（
鬼
鎮
）
神

社
に
奉
納
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
年
代
や
経
緯
な
ど
は
不
明
で
す
が
、
や
は
り
内
田
祐
五
郎
が
掲
額
し
た
も
の
だ

（
２
）

ろ
う
か
。
問
題
の
読
み
下
し
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

今
図
の
よ
う
に
立
方
体
の
中
の
下
面
に
中
球
四
個
を
、
そ
の
上
に
大
球
一
個
を
、
そ
の
上
の
角
に
小
球
四
個
を
、
各
々
接
す

る
よ
う
に
置
く
と
き
、
大
球
の
直
径
を
与
え
た
と
き
に
小
球
の
直
径
を
求
め
る
方
法
は
い
か
に
。

答
に
曰
く
左
の
方
法

計
算
方
法
は
、
二
千
六
百
二
十
五
を
平
方
に
開
き
、
六
十
五
か
ら
減
じ
、
そ
の
餘
に
大
球
径
を
乗
じ
、
二
十
五
で
歸(

除)

し

て
、
問
い
に
合
う
小
球
径
を
得
る
。

今
図
の
よ
う
に
円
内
に
甲
円
二
個
及
び
四
斜
線
を
引
き
、
乙
円
二
個
、
丙
円
四
個
を
置
く
と
き
、
乙
円
の
直
径
を
与
え
た
と

き
に
丙
円
の
直
径
を
求
め
る
方
法
は
い
か
に
。

答
に
曰
く
左
の
方
法

正法寺の算額（2010年6月写）

毛呂周辺の算額
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計
算
方
法
は
、
十
八
を
平
方
に
開
き
六
か
ら
減
じ
、
そ
の
餘
を
以
っ
て
乙
円
の
直
径
を
除
し
て
、
問
い
に
合
う
丙
円
の
直
径

を
得
る
。（

注
）
一
問
目
は
正
し
い
で
す
が
、
二
問
目
は
間
違
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

８
．
そ
の
他
の
算
額

①
金
乗
院
（
山
口
観
音
）
の
算
額
（
所
沢
市
）
は
、
安
永
九
年(

一
七
八
〇)

三
月
の
銘
が
あ
り
埼
玉
最
古
の
算
額
で
市
の
文

化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
風
化
が
進
み
既
に
読
め
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
文
献(

)

に
は
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

2

が
、
問
題
の
提
示
で
は
な
く
図
形
も
何
を
意
味
す
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
出
題
者
は
武
州
新
座
郡
引
又
町
（
現
志
木
市
）
村

山
忠
次
郎
と
あ
り
ま
す
が
人
物
像
も
不
明
。
門
人
二
名
の
名
が
あ
り
ま
す
。

②
観
世
音
堂
の
算
額
は
、『
続
賽
祠
神
算
草
稿
』（
改
題
し
て
『
額
題
輯
録
』
と
も
）
と
い
う
書
物
か
ら
し
か
確
認
で
き
ま
せ

（
１
０
）

ん
。
文
政
六
年(

一
八
二
三)

、
小
高
多
門(

聞)
治
重
郷
に
よ
る
も
の
で
す
が
、

原
文
に
は
「
武
州
比
企
郡
紫
竹
村
観
世
音
堂

坂
東
十
番
岩
戸
観
音
ト
云
」
と
あ
り
、

坂
東
十
番
の
岩
殿
観
音
に
奉
納
し
た
も
の
で
紫
竹
村
と
い
う
の
は
間
違
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
原
文
に
は
「
額
高･

･
･

」「
門
人
十
人
ホ
ト
ノ
姓
名･･

･

」
と
あ
り
、
額
が

高
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
全
文
が
読
み
と
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
小
高
多
門
治

（
？
～
一
八
三
七
、
享
年

才
位
か
）
は
紫
竹
（
川
島
町
）
の
人
で
、
関
流
を

（
１
１
）

80

名
乗
っ
て
い
ま
す
が
そ
の
伝
系
は
不
明
で
す
。

な
お
、
岩
殿
観
音
は
明
治
十
年
に
火
災
に
遭
っ
て
い
る
の
で
こ
の
と
き
焼
失
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
追
記
）
こ
の
算
額
の
内
容
は
石
井
弥
四
郎
が
書
き
写
し
て
い
る
こ
と
が
後
に
判
明
し
ま
し
た
。
二
十
六
章
を
参
照
下
さ
い
。

③
慈
光
寺
観
音
堂
の
算
額
（
と
き
が
わ
町
）
は
、
風
化
の
た
め
非
公
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。『
算
法
雑
俎
』
に
文
政
十
三
年
（
一

八
三
〇
）
三
月

武
州
比
企
都
古
寺
邑

田
中
與
八
郎
信
直
、
同
郡
腰
越
邑

馬
場
與
右
衛
門
安
信
、
同
邑

久
田
善
八
郎
儀
知
と

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
前
号
（
二
十
一
章
）
で
記
述
済
な
の
で
省
略
し
ま
す
。

④
箭
弓
稲
荷
社
の
算
額
（
東
松
山
市
）
は
、
慈
光
寺
・
子
の
権
現
の
算
額
と
同
じ
く
『
算
法
雑
俎
』
に
載
っ
て
い
ま
す
が
、

現
存
し
ま
せ
ん
。
男
衾
郡
竹
澤
邑
（
現
小
川
町
）
の
松
本(

粟
島)

寅
右
衛
門
精
弥
に
よ
る
も
の
で
文
政
十
三
年
三
月
と
あ
り
ま

す
。
文
献(

)

に
は
要
約
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

9

「
粟
島
寅
右
衛
門
（
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
五
月
八
十
一

歳
で
没
す
）
は
竹
沢
村
木
呂
子
の
松
本
氏
に
生
れ
、
隣
家
の
栗
島

氏
に
婿
入
し
て
栗
島
を
称
し
た
。
市
川
行
英
の
門
弟
に
し
て
学
力

も
勝
ぐ
れ
、
門
人
も
多
か
っ
た
。
師
市
川
行
英
に
代
っ
て
教
授
し

た
事
も
知
ら
れ
、
弟
子
は
方
々
に
あ
っ
た
（
神
文
に
記
載
の
弟
子

の
居
村
に
は
、
富
田
村
、
小
前
田
村
、
御
堂
村
、
青
山
村
、
角
山

村
、
安
戸
村
、
小
川
村
、、
奥
澤
村
、
笠
原
村
、
大
塚
村
、
風
布
村
、

泉
井
村
、
玉
川
郷
等
が
あ
り
、
比
企
、
大
里
、
秩
父
の
三
郡
に
亘

っ
て
居
る
）。
八
十
に
な
っ
て
も
教
へ
て
書
い
た
。
他
村
か
ら
習
ひ
に
来
た
も
の
も
あ
る
が
教
へ
に
行
っ
た
の
が
多
い
。
弟
子
の

中
に
も
出
来
た
人
が
大
分
あ
っ
た
と
云
ふ
。
地
租
改
正
の
時
に
は
寅
右
衛
門
は
出
な
か
っ
た
が
、
弟
子
が
関
係
し
た
。
一
こ
く

な
人
で
思
う
事
を
押
通
す
と
云
ふ
風
で
あ
っ
た
。
若
い
時
に
は
宮
大
工
を
し
て
居
村
吉
野
神
社
の
建
築
を
も
し
た
。
木
の
曲
っ

た
の
は
真
直
に
直
し
て
使
ふ
と
云
ふ
風
な
の
で
、
木
が
小
さ
く
な
る
の
を
人
に
嫌
は
れ
た
。
併
し
教
へ
る
の
は
余
り
厳
し
く
な
い

マ

マ

で
、
弟
子
か
ら
嫌
は
れ
え
る
や
う
な
事
は
な
か
っ
た
」

『額題輯録』の観世音堂の

算額（東北大）

『算法雑俎』にある稲荷社

の算額（東北大）

毛呂周辺の算額
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内
容
は
子
の
権
現
の
問
題
の
よ
う
に
穿
題
に
関
す
る
も
の
で
解
読
は
次
の
よ
う
な
り
ま
す
。

今
図
の
よ
う
に
長
立
円
〔
長
径
に
関
し
て
回
転
し
て
得
ら
れ
る
楕
円
体
〕
を
円
（
楕
円
体
の
頂
点
で
の
み
一
個
所
で
接
す
る

円
〔
円
柱
〕）
で
穿
ち
去
る
場
合
、
楕
円
の
長
径
と
短
径
が
与
え
ら
れ
た
と
き
、
穿
ち
去
ら
れ
た
楕
円
体
の
面
積
を
求
め
る
方
法

う
が

は
い
か
に
。

答
に
曰
く
左
の
方
法

計
算
方
法
は
、
長
径
を
以
て
短
径
の
自
乗
を
除
し
之
を
極
と
名
付

け
、
１
を
以
て
減
じ
余
り
を
平
方
に
開
き
、
之
に
極
及
び
短
径
の
二

乗
と
円
周
率
を
乗
じ
、
問
に
合
う
面
積
を
得
る
。

⑤
北
野
天
神
社
の
算
額
（
所
沢
市
北
野
）
は
、
安
政
六
年
（
一
八

五
九
）
に
宮
城
流
当
麻
弥
三
郎
重
之
門
人
（
百
四
十
六
名
の
名
が
あ

る
と
い
う
）
が
掲
額
し
た
と
あ
り
ま
す
。
問
題
は
書
か
れ
て
い
な
く

（
２
）

研
さ
ん
を
記
念
し
て
奉
納
し
た
よ
う
で
す
。
宮
城
流
の
算
額
は
め
ず

ら
し
い
。
巻
物
二
巻
が
付
随
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
算
額
は
見
学
が
適
わ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
寸
法

×

㎝

274

140

⑥
熊
野
神
社
の
算
額
（
所
沢
市
下
新
井
）
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
九
月
に
冨
田
徳
右
衛

門
が
七
十
二
歳
の
と
き
掲
額
し
た
も
の
で
す
。
図
の
よ
う
な
図
形
で
大
円
と
小
円
の
径
を
与
え
た

と
き
に
正
七
角
形
の
辺
の
長
さ
を
求
め
る
も
の
で
す
。
こ
の
算
額
に
は
他
に
植
木
の
鉢
の
図
が
あ
り
、
樹

に
そ
れ
ぞ
れ
条
件
を
伴
っ
た
金
銀
銅
銕
の
実
が
な
っ
て
い
る
と
き
の
植
木
の
代
價
を
求
め
る
も
の
が
あ
り

て
つ

ま
す
。

「
肓
夫

冨
田
徳
右
衛
門
」
と
あ
り
、「
森
田
惣
右
衛
門

補
助
諸
事
蓋
若
杖
」
と
も
あ
り
ま
す
が
和
算
上

の
伝
系
は
不
明
。
保
存
状
態
は
良
好
で
す
。

⑦
光
西
寺
観
音
堂
の
算
額
（
川
島
町
文
化
財
）
は
、
明
治
二
十
五
年
二
月
に
小
堤
幾
蔵
門
人
の
大
谷
織
造
が
掲
額
し
た
も
の

で
、
現
在
川
島
町
教
育
委
員
会
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
問
と
答
の
他
に
和
算
の
よ
る
計
算
方
法
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

社
中
と
し
て
十
一
名
、
小
堤
幾
造
の
門
下
生
と
し
て
五
名
の
名
が
見
え
ま
す
。
風
化
に
よ
り

特
に
計
算
方
法
な
ど
は
読
め
な
い
部
分
が
多
く
な
っ
て
ま
す
が
、
文
献(

)

が
全
文
と
解
答

12

方
法
を
示
し
て
い
ま
す
。「
関
流
算
術
学
士

小
堤
幾
造
門
人

武
陽
比
企
郡
小
見
野
住
人

大

谷
織
造
撰
」
と
あ
り
ま
す
。
師
の
小
堤
幾
蔵
孝
継
に
つ
い
て
は
世
明
寿
寺
の
算
額
の
項
を
参

照
。
大
谷
織
造
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

問
題
は
二
問
あ
り
、
一
問
目
は
図
の
よ
う
に
円
と
正
方
形
を
配

置
し
、
外
円
と
大
円
を
与
え
た
時
に
小

円
の
大
き
さ
を
問
う
も
の
。
二
問
目
は

図
の
よ
う
に
円
と
三
角
形
を
配
置
し
、

甲
乙
丙
の
円
を
与
え
た
時
に
全
円
の
大

き
さ
を
問
う
も
の
で
す
。

三
、
ま
と
め

十
四
面
の
算
額
の
掲
額
（
出
題
）
者
の
伝
系
、
及
び
門
人
数
を
ま
と
め
た
も
の
を
表
２
に
示
し
ま
す
。
勿
論
関
流
が
ほ
と
ん

ど
で
す
が
、
伝
系
の
明
確
な
の
は
市
川
行
英
の
門
人
が
掲
げ
た
慈
光
寺
・
子
の
権
現
・
箭
弓
稲
荷
社
の
も
の
と
、
剣
持
章
行
系 熊野神社の算額（2010年6月写）

一問目

二問目

光西寺観音堂の算額（2010年6月写）

北野天神社の算額（２）

毛呂周辺の算額
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統
の
正
法
寺
の
も
の
で
す
。
他
は
関
流
を
名
乗
っ
て
い
て
も
詳
細
は
不
明
で
す
。
門
人
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
「
三
上
義
夫
は

比
企
郡
に
お
け
る
三
十
余
人
の
算
者
の
事
跡
を
調
べ
て
い
ま
す
が
、
門
弟
達
を
加
え
た
算
者
の
数
は
か
な
り
多
く
な
る
よ

う
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
が
、
時
代
を
通
し
て
見
れ
ば
（
安
永
九
年
か
ら
明
治
二
十
五
年
ま
で
の
約
百
十
年
間
）、
少
な
く
と

も
比
企
地
方
の
算
額
だ
け
か
ら
百
五
十
名
近
く
の
具
体
的
門
人
名
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
和
算
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

問
題
の
内
容
は
そ
の
レ
ベ
ル
か
ら
市
川
行
英
の
門
人

が
掲
額
し
た
も
の
（
慈
光
寺
・
子
の
権
現
・
箭
弓
稲
荷

社
）
と
、
そ
れ
以
外
と
に
二
分
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
後

者
は
三
角
形
と
円
に
関
す
る
も
の
や
平
方
根
・
立
方
根

な
ど
の
比
較
的
簡
単
な
問
題
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
前

者
は
穿
題
を
扱
っ
て
お
り
質
的
な
差
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
藤
田
貞
資
―
小
野
栄
重
―
斎
藤
宣
長
―
市
川
行
英

と
い
う
有
力
な
伝
系
に
属
す
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

も
の
と
思
い
ま
す
。
和
算
が
当
時
の
西
洋
数
学
に
部
分

的
に
は
匹
敵
す
る
程
に
発
達
し
た
背
景
に
は
、
和
算
書

に
よ
る
「
遺
題
継
承
」
と
「
算
額
奉
納
」
の
風
習
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
慈
光
寺
や
子
の
権
現
、
箭
弓
稲
荷
社

の
算
額
に
は
そ
の
よ
う
に
高
度
に
発
達
し
た
円
理
の
内

容
の
一
端
が
窺
え
ま
す
。
惜
し
む
ら
く
は
、
こ
れ
ら
の

算
額
が
今
と
な
っ
て
は
文
献
で
し
か
知
り
得
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

な
お
、
和
算
は
明
治
五
年
の
学
制
発
布
で
「
和
算
を
廃
止
し
、
洋
算
を
専
ら
用
ふ
る
べ
し
」
と
し
て
か
ら
急
激
に
衰
退

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
部
分
的
に
は
、
そ
の
後
も
新
た
な
和
算
書
が
出
版
さ
れ
た
り
、
算
額
奉
納
が

続
い
た
よ
う
で
す
。
十
四
面
の
う
ち
四
面
が
明
治
五
年
以
降
の
も
の
で
す
。
そ
こ
に
は
洋
算
の
優
秀
さ
や
合
理
性
を
認
め

つ
つ
も
、
和
算
に
対
す
る
算
者
達
の
特
別
な
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
注
）
円
理
八
題
＝
截
（
円
や
球
を
截
っ
た
問
題
）、
穿
（
穿
ち
取
っ
た
問
題
）、
受
（
影
を
描
く
問
題
）、
廻
（
回
転
問
題
）、
転
（
転
が
す
問

題
）
な
ど
。

（
謝
辞
）
算
額
の
拝
見
・
撮
影
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
安
楽
寺
様
、
円
正
寺
様
、
成
安
寺
様
、
熊
野
神
社
様
、
正
法
寺
様
、

並
び
に
川
島
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
子
の
権
現
の
算
額
の

内
容
の
正
し
さ
を
数
学
的
に
証
明
し
て
頂
い
た
川
田
義
広
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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        表２．掲額者の伝系及び門人数

No 掲額寺社 掲額(出題)者 伝系 門人(注)
1 金乗院 村山忠次郎他 不明 2
2 安楽寺 矢嶋久五郎 関流、詳細不明 23
3 観世音堂 小高多門治 関流、詳細不明 10
4 円正寺 正宗道全 関流、詳細不明 ―

5 慈光寺
田中興八郎
馬場興右衛門
久田善八郎

―

6 子の権現 石井弥四郎 ―
7 箭弓稲荷社 粟島寅右衛門 ―
8 普光寺 細井長次郎 不明 47
9 北野天神社 当麻弥三郎門人 宮城流 *

10 成安寺 小林三徳 関流、詳細不明 45
11 熊野神社 冨田徳右衛門 不明 ―

12 世明寿寺 小堤幾蔵
関流、神能門人
詳細不明

―

13 正法寺 内田祐五郎 関流剣持章行の系統 ―
14 光西寺 大谷織造 関流、小堤幾蔵門人 16

計 143
(注）算額上に記されている門人・世話人などの人名数。
　　 No8については墓石に記されている人名数。
　   No9については文献2には146名とあるが詳細は確認
     できなかった。

関流市川行英門人
伝系は明確

毛呂周辺の算額
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三
上
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夫
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武
蔵
比
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郡
の
諸
算
者(

)

」

11

6

(
)

川
島
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当
所
持
資
料

12

（『
あ
ゆ
み
』
第

号
、
平
成

年

月
）

35

24

2

安楽寺（吉見町御所）

円正寺（鳩山町赤沼）

毛呂周辺の算額


